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はじめに

コース概要と目的

本資料は、WebFOCUSの出力形式の1つであるAnalytic Documentについて、レポートの作成方法と出力後
の操作方法をまとめた資料です。

受講対象

Windowsの基本的な操作(マウス操作やキーボード操作)ができる方。

製品のバージョン

本資料は、WebFOCUS EVO Package(8.2.06 for Windows/Linux)の情報をベースに作成しています。

ご利用のメンテナンスリリースにより、画面キャプチャが実際の画面と異なる場合があります。
また、Analytic Documentを実行するブラウザは、Google Chromeを使用しています。

※ハンズオン用にサンプルの資材を利用しています。

テキスト中の表記について

ウィンドウ、ボタン、メニューなど、画面に表示される文字は［］で囲んで表記しています。

画面上に表示される選択肢や、入力する文字については「」で囲んで表記しています。

・Active Technologies、FOCUS、Information Builders、Information Buildersのロゴ、WebFOCUS、 
WebFOCUS Active Technologies、およびHyperstageは、Information Builders, Incの商標です。

・Microsoft、Windows、Windows Server、Microsoft Office、SQL Server、Internet Explorer、 
Microsoft Edge、その他本書に記載されるマイクロソフト製品は、米国Microsoft Corporationの米国および

その他の国における登録商標または商標です。
・Linuxは、Linus Torvalds氏の米国およびその他の国における登録商標です。

・OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商
標です。文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

・IBM、ibm.com、およびDB2は、International Business Machines Corporationの商標であり、世界中の
多くの国で登録されています。

・Mac、macOS、Safari、iPhone、iPadは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の商標です。
・Google Chrome、AndroidはGoogle LLCの商標です。

・Adobe、Adobeロゴ、Adobe PDFのロゴ、Acrobat、Flashは、Adobe Systemsの米国およびその他の国に
おける登録商標または商標です。

・Apache、Apache Tomcat、およびTomcatは、Apache Software Foundationの米国およびその他の国に
おける登録商標または商標です。Apache Software Foundationによる保証は、これらのマークの使用によって

暗示されるものではありません。
・Mozilla、Firefox、Firefoxのロゴは、米国およびその他の国におけるMozilla Foundationの商標です。

・その他、記載されている会社名および製品名は、各社の登録商標または商標です。

・本書では、®、©、TMマークなどは特に明記していません。
・本書に記載された内容を使用して、いかなる損害が発生しても、株式会社アシスト、および、著者、本書製作関

係者は一切責任を負いません。
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1 Analytic Document概要

1.1 Analytic Documentとは

Analytic Documentは、ユーザーのブラウザによるオフライン分析を目的としたレポートです。
ユーザは自由検索ツールのInfoAssist、管理者は開発ツールのApp StudioでAnalytic Documentを作成し、

ポータル画面上で管理や実行を行います。
ユーザがAnalytic Documentの実行結果をサーバから取得した後は、サーバに接続しないオフライン環境でデー

タの並び替えやグラフの作成などの分析操作が可能です。

Analytic Documentは、WebFOCUS製品における出力機能の1つです。また、自由検索ツールのInfoAssistと
ポータル画面を提供するBI Portalは、WebFOCUS製品に含まれる機能です。

Analytic Documentを実行するブラウザは、Google Chrome、Firefox、Microsoft Edgeを使用してください。

なお、Internet Explorerはサポートされません。
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Analytic Documentの分析操作

Analytic Documentでは、項目のタイトルやデータをクリックすることでメニューが表示されます。

販売額のタイトルをクリックすると、値を絞り込むフィルタの設定やグラフの作成メニューが表示されます。
例えば、［グラフ］の［作成］をクリックし、年ごとの販売額のグラフが表示されました。

地区名のデータをクリックすると、ハイライトやセル単位のフィルタを設定するメニューが表示されます。

例えば地区名「中国」をクリックして［値のハイライト］を選択すると、中国のデータがハイライトで強調されます。
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2 Analytic Documentの作成

2.1 Analytic Document作成時のポイント

必要な項目やデータを取得できるレポートを作成する

Analytic Documentはレポート出力時に取得した項目やデータを分析操作で使用するため、必要な項目や
データを取得できるレポートを作成する必要があります。

以下のレポートでは、レポート出力時に取得した年、地区名、都道府県名、数量、販売額の5つの項目で、並
び替えやグラフ作成などの操作ができます。

また、年の項目を確認すると、取得された2012年、2013年、2014年の3つの値が使用されています。

必要最低限の項目やデータを取得し、大量データを取得しない

Analytic Documentは大量データの表示や分析には不向きです。Analytic Documentで大量データを表

示しようとすると、サーバ側ではAnalytic Documentの出力処理に負荷や時間がかかり、ユーザー側のブラウ
ザではレポートの表示や分析操作に時間がかかります。Analytic Documentの作成時には、必要な項目の

みで集計したり、可能な限りフィルタでデータを絞り込んだりする工夫が必要です。

大量データの取得が必要な場合は、アクティブキャッシュ機能を有効にする

アクティブキャッシュ機能は、サーバに接続しながらAnalytic Documentの表示や分析操作を行う機能です。

サーバへの接続が必要なオンライン環境になりますが、画面表示や分析操作におけるブラウザ側の負荷を軽
減できるので、大量データの利用時に設定を検討します。

アクティブキャッシュは、［取得行数］を超えるデータが必要な場合に、サーバからデータを取得します。

例えば、［取得行数］を「100」に設定した場合、初回のレポート表示時に100件（1～100）のデータが取得され
ます。1ページ中に表示されるデータが50件であった場合、3ページ目を表示するタイミングで次の100件（101～

200）のデータが取得されます。
なお、ブラウザ側に全データを取得しない動作になるため、演算、ソート、フィルタの処理は、ブラウザではなく、サーバ

側で処理されます。
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2.2 Analytic Documentの作成

Analytic Documentは、自由検索ツールのInfoAssistや開発ツールのApp Studioで作成できます。

複数のAnalytic Documentのレポートやグラフを1つのHTMLファイルにまとめて表示したい場合は、InfoAssist
のドキュメントで、Analytic Documentのレポートやグラフを作成してください。App StudioのHTMLキャンバスで

作成するHTMLファイルでは、Analytic Documentを設定したレポートやグラフを表示できません。

InfoAssistによる作成方法

［ホーム］タブの［出力フォーマット］ボタンをクリックし、［Analytic Document］を選択します。

Analytic Documentのオプション設定
Analytic Documentの設定後は、［フォーマット］タブに［Analytic Document オプション］が表示されます。

※［Analytic Documentオプション］ボタンが非表示の場合は、［機能］をクリックすると表示されます。

全般 1ページ中に表示するデータの件数やページオプションの表示位置を変更できます。

メニューオプション Analytic Document のメニューの表示有無を制御できます。
制御できるメニュー名には、旧スタイルのレガシースタイルの機能も含まれています。

色 ページやピアグラフなどの色を設定できます。

詳細 アクティブキャッシュ機能を設定できます。
［パスワード］は旧スタイルのレガシースタイルの機能のため、設定できません。
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アクティブキャッシュの設定

アクティブキャッシュ機能を有効にする場合は、［フォーマット］タブの［Webビューア］をクリックします。
また、アクティブキャッシュの取得行数は、［フォーマット］タブの［Analytic Document オプション］をクリックし、

［Analytic Document オプション］ウィンドウの［詳細］の［取得行数］で設定できます。

App Studioによる作成方法

プロシジャを作成するフォルダを右クリックし、［新規作成］→［プロシジャ］を選択します。
［プロシジャビュー］パネルの［コメント］を右クリックし、［新規作成］→［その他］を選択します。

［その他］キャンバスで「SET ARVERSION = 2」を入力し、×ボタンで閉じます。

App StudioでAnalytic Documentを作成すると、初期設定では旧スタイルのレガシースタイルで出力されます。

この資料でご紹介しているデザイナースタイルで出力するためには、Analytic Document用のプロシジャに「SET 
ARVERSION = 2」を設定します。なお、「SET ARVERSION = 2」が有効な環境ではビジュアライゼーションを起

動できないため、「SET ARVERSION = 2」はグローバルプロファイルに設定しないでください。

［プロシジャビュー］パネルの［SET］を右クリックし、［新規作成］→［レポート］を選択してレポートキャンバスを起動
します。［フォーマット］タブの［Analytic Document］をクリックします。

Analytic Documentのオプション設定
Analytic Documentを設定すると、［Analytic Document のオプション］タブが表示されます。

アクティブキャッシュの設定
アクティブキャッシュ機能を有効にする場合は、［Analytic Document のオプション］タブの［キャッシュ］グループで

設定します。［Webビューア］にチェックを入れ、［取得行数］を指定します。
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例題1

InfoAssistのレポート作成ツールを起動し、Analytic Documentを設定したレポートを作成します。

InfoAssistのレポート作成ツールの起動方法は環境によって異なるため、ご利用環境におけるレポート作成ツール
の起動方法については、管理者にお問い合わせください。

また、例題ではInfoAssistでAnalytic Documentを作成しますが、App Studioで作成した場合も、実行結果や
分析の操作方法は同じです。

1 InfoAssistのレポート作成ツールを起動します。
ホームページの［iatraining］の［マイコンテンツ］フォルダを選択し、［InfoAssist］の［レポート］をクリックしま

す。

2 ［開く］ウィンドウでは、「iatraining」の「売上」を選択し、［開く］ボタンをクリックします。

3 InfoAssistのレポート作成ツールが起動します。
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項目の設定

4 結果パネルに項目を追加します。
［データ］の年、地区名、都道府県名、数量、販売額をダブルクリックします。

年、地区名、都道府県名ごとに並び替え、数量と販売額を集計するレポートが作成されました。

TIP

ダブルクリック、またはドラッグ&ドロップで項目を追加した場合、文字と日付のデータはBYに、数値のデータは
SUMに設定されます。今回であれば、年、地区名、都道府県名は縦方向の並び替えのBY、数量と販売額

は集計のSUMに設定されています。
各項目を確実に設定したい場合は、［クエリ］のSUMなどにドラッグ&ドロップで追加してください。

Analytic Document形式の設定

5 出力形式をAnalytic Document形式に設定します。
［ホーム］タブの［出力フォーマット］ボタンをクリックし、［Analytic Document］を選択します。
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ファイルの保存

6 画面上部の［メインメニュー］ボタンをクリックし、［名前を付けて保存］を選択します。

7 ［名前を付けて保存］ウィンドウが表示されました。
［タイトル］を「report1」に変更し、［保存］ボタンをクリックします。

TIP

［タイトル］に日本語のタイトルを設定することも可能です。

8 InfoAssistを終了します。

画面上部の［メインメニュー］ボタンをクリックし、［終了］を選択します。
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2.3 Analytic Documentの基本操作

例題2

Analytic Documentを設定したレポートを実行し、ページの移動などの基本操作を行います。

1 ［iatraining］の［マイコンテンツ］の「report1」をダブルクリックし、実行します。

2 Analytic Document形式で出力されました。

レポート下部のページオプションの右矢印をクリックすると、次のページに移動します。
※左矢印は前のページ、二重の矢印は先頭、または最終ページに移動します。
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3 Analytic Documentの項目のメニューを表示します。
販売額のタイトルをクリックすると、値を絞り込むフィルタの設定やグラフの作成メニューが表示されます。

タイトルをクリックし、ウィンドウを閉じます。

4 Analytic Documentのデータのメニューを表示します。

地区名のデータをクリックすると、ハイライトやセル単位のフィルタを設定するメニューが表示されます。
データ以外の領域をクリックし、ウィンドウを閉じます。

5 レポート右上の拡大ボタンをクリックすると、フルスクリーンモードで表示されます。

また、フルスクリーンモードを解除する場合は、右上の［フルスクリーンの終了］ボタン、もしくはメニューボタンか
ら［最小化］を選択します。
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表示件数とページオプションの表示位置の初期設定

初期設定では、1ページ中の表示件数は57件、ページオプションはレポートの下部に表示されます。
初期設定を変更する場合は、InfoAssistのレポート作成画面で、［フォーマット］タブの［Analytic Document オ

プション］をクリックし、［Analytic Document オプション］ウィンドウの［全般］の設定を変更します。

例えば、［1ページの件数］の値を「10」、［位置］を「先頭行」に設定すると、1ページに10件ずつ表示し、ページオ
プションをレポートの先頭行に表示できます。

列固定

レポートが画面内に収まらない場合にのみ項目のメニューに［列の固定］が表示されます。
［列の固定］を有効にすれば、その設定した項目から左の列を固定できます。

例えば、例題のレポートの販売額を1列から10列に増やすと、実行結果のレポートが画面内に収まりません。

このレポートでは、地区名のタイトルをクリックして［列の固定］にチェックを入れると、地区名とその左側の年の列が
固定されます。地区名より右側の項目の下部にはスクロールバーが表示され、移動することができます。
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3 レポートの編集

3.1 並び替え

データを昇順（小さな値から大きな値）、または降順（大きな値から小さな値）に並び替えることができます。

例題3

レポートを販売額で並び替えます。

1 販売額の矢印ボタンをクリックすると、矢印が下向きになり、販売額の降順（大きいもの順）で表示されます。

2 販売額の矢印ボタンをクリックすると、矢印が上向きになり、販売額の昇順（小さいもの順）で表示されます。

並び順の切り替えと解除

並び替えの矢印ボタンをクリックすると、降順、昇順の順で切り替わります。
なお、並び順の設定を解除したい場合は、レポートのメニューをクリックし、［元に戻す］を選択します。

※［元に戻す］は出力時のレポートに戻すため、並び替えの設定以外も解除されます。
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昇順と降順の考え方

昇順（小さな値から大きな値）と降順（大きな値から小さな値）の考え方は以下のとおりです。

数字 アルファベット かな 日付 昇順 降順

-10 A あ 1980年 1月 1日 小さな値

1 B い 1980年 1月 2日

： ： ： ：

100 Z ん 2019年 12月 31日 大きな値

文字データの並び替えは、先頭文字から文字コードと呼ばれるコンピュータの内部的な値の大小で比較します。

そのため、漢字は読み仮名で並び替えられるわけではありません。また、本資料の環境の文字コードはUTF-8です。
ご利用環境の文字コードがSJISの場合は、文字の並び順が本資料とは異なります。

複数の項目による並び替え

項目の矢印ボタンによる並び替えは、1つの項目に対してのみ有効です。
例えば、都道府県名、販売額の順に矢印ボタンで昇順を設定した場合、都道府県名では並び替えられず、販売

額の昇順で並び替えたレポートが表示されます。

都道府県名で［昇順にソート］を選択
都道府県名の昇順で並び替えられている

次に販売額で［昇順にソート］を選択
販売額の昇順で並び替えられている（都道府県名ごとの販売額の並び替えではない）
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3.2 非表示

レポートの特定の項目を非表示にできます。
項目の非表示は削除ではないため、並び替え項目を非表示にしても、並び順はそのまま保持されます。

また、後述のフィルタや演算の設定後に非表示にした場合にも、フィルタや演算の設定は保持されます。

例題4

レポートの地区名を非表示にします。

1 地区名を非表示にします。
地区名のタイトルをクリックし、［列の非表示］にチェックを入れます。

2 地区名を表示します。
レポートのメニューをクリックし、［列の再表示］を選択します。

TIP

［列の再表示］は非表示項目をすべて表示します。
複数の項目を非表示にしている場合に、項目ごとに非表示を解除することはできません。
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3.3 ピアグラフ

数値データに簡易のグラフを表示できます。ピアグラフを表示することで、数値データを分かりやすく表示できます。

例題5

販売額にピアグラフを設定します。

1 販売額のタイトルをクリックし、［ピアグラフ］にチェックを入れます。

2 メニュー以外の領域をクリックして結果を確認すると、販売額にピアグラフが設定されています。

3 ピアグラフを解除します。

販売額のタイトルをクリックし、［ピアグラフ］のチェックを外します。

メニューの［ピアグラフ］は、集計のSUM、または明細のPRINTが設定された数値データのみに表示されます。
例題のレポートであれば、集計のSUMが設定された数量と販売額は［ピアグラフ］が表示され、並び替えのBYに設

定された年、地区名、都道府県名には［ピアグラフ］が表示されません。
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3.4 ハイライト

特定の値を含む行、または特定の行にハイライトを設定し、強調できます。

行のハイライト

例題6

1行目に行のハイライトを設定します。また、設定後はハイライトを解除します。

1 1行目をクリックし、［行のハイライト］を選択します。
1行目がハイライトされました。

2 ハイライトを解除します。
1行目をクリックし、［行ハイライトのクリア］を選択します。

TIP
［行ハイライトのクリア］は、クリックした行のハイライトのみ選択します。

複数行まとめて解除したい場合は、［ハイライトをすべてクリア］を選択します。（値のハイライトも解除します。）

昇順や降順に並び替えた後のレポートに行のハイライトを設定すると、正しい位置にハイライトが設定されません。
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値のハイライト

値のハイライトの設定は、データのメニュー、または項目のメニューから設定できます。

データのメニューの［値のハイライト］
クリックした値に該当する行をハイライトします。条件値として設定できるのは、1つの値のみです。

ハイライトを解除する場合は、データをクリックし、［ハイライトをすべてクリア］を選択します。

※［値のハイライト］のみを解除するメニューはありません。また、行のハイライトも解除されます。

項目のメニューの［ハイライト］
条件に該当する行をハイライトします。［値のハイライト］とは異なり、条件値として複数の値を設定できます。

条件の設定方法については、p.21『3.5 データの絞り込み（フィルタ）』をご参照ください。

ハイライトを解除する場合は、項目タイトルのハイライトの解除ボタンをクリックします。

※項目のメニューで設定したハイライトは、データのメニューの［ハイライトをすべてクリア］では解除されません。
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例題7

地区名の中国と中部のデータにハイライトを設定します。

1 中国のデータにハイライトを設定します。

例えば1行目の「中国」をクリックし、［値のハイライト］を選択します。

2 中国のデータにハイライトが設定されました。
2012年、2013年、2014年、それぞれの中国のデータがハイライトで強調されています。

1ページ目上部

　　　1ページ目の下部

　　2ページ目の中央
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3 ［値のハイライト］で対象にできるデータは1つのみです。
6行目の「中部」をクリックし、［値のハイライト］を選択すると、中国のデータのハイライトは解除され、中部の

データにハイライトが設定されました。

4 ハイライトを解除します。例えば1行目をクリックし、［ハイライトをすべてクリア］を選択します。

5 項目のメニューのハイライトを使用し、中国と中部のデータにハイライトを設定します。
地区名のタイトルをクリックし、［ハイライト］を選択します。

「中国」と「中部」にチェックを入れ、メニュー以外の領域をクリックします。
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6 中国と中部のデータにハイライトが設定されました。
2012年、2013年、2014年、それぞれの中国と中部のデータがハイライトで強調されています。

1ページ目上部

　　　1ページ目の下部

　　2ページ目の中央

7 ハイライトを解除します。

項目タイトルのハイライトの解除ボタンをクリックします。ハイライトが解除されました。
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3.5 データの絞り込み（フィルタ）

フィルタを設定すれば、特定のデータのみを表示できます。フィルタには、以下の2種類があります。

セルフィルタ

クリックした値に該当するデータのみを表示します。条件に設定できる値は1つのみです。

フィルタ

条件に該当するデータのみを表示します。条件には複数の値を設定でき、数値や日付のデータであれば、値の
範囲も設定できます。

セルフィルタ

例題8

山口県のデータのみを表示します。

1 山口県のデータのみを表示します。

1行目の「山口県」をクリックし、［セルフィルタ設定］を選択します。
山口県のデータのみが表示されました。

2 セルフィルタを解除します。

データをクリックし、［セルフィルタ設定解除］を選択します。
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フィルタ

例題9

東京都、または京都府のデータを表示します。

その後、数量の条件を追加し、東京都または京都府で、さらに数量が条件に該当するデータを表示します。

1 東京都、または京都府のデータのみを表示します。
都道府県名のタイトルをクリックし、［フィルタ］を選択します。

2 値の左側にチェックを入れればフィルタを設定できますが、今回は値を検索してから設定します。
テキストボックスに「京」と入力すると、値が「東京都」と「京都府」に絞り込まれました。

［選択］をクリックし、値にチェックを入れます。
設定後、メニュー以外の領域をクリックします。
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3 東京都と京都府のデータのみが表示されました。

4 さらに数量が500以上のデータのみを表示します。

数量のタイトルをクリックし、［フィルタ］の下限値に「500」と入力します。
メニュー以外の領域をクリックします。

TIP

上限値と下限値に値を手入力する場合は、半角の数字を入力してください。入力した値が対象データの範
囲外の場合は、入力欄が赤枠になり、値に取り消し線が表示されます。

上限値と下限値をスライダーで設定する場合は、丸印をドラッグ&ドロップすると値を大きく増減でき、丸印の
選択後にキーボードの上下左右のキーで移動すると値を1つずつ増減できます。

5 東京都と京都府、なおかつ数量が500以上のデータのみ表示されました。
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6 数量が588と一致するデータのみを表示します。
数量のタイトルをクリックし、［フィルタ］の上限値と下限値に「588」と入力します。

メニュー以外の領域をクリックします。

7 東京都と京都府、なおかつ数量が588のデータのみ表示されました。

8 フィルタを解除します。都道府県名と数量のフィルタの解除ボタンをクリックします。

日付のフィルタ
日付のデータは、カレンダーで開始日を選択し、終了日を［Ctrl］キーを押したままクリックして範囲を設定します。

複数の連続日の範囲指定のみが設定できます。特定の日付のみを設定したい場合は、前述のセルフィルタで設定
してください。
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3.6 演算

項目に演算を設定すれば、合計値や平均値などをレポートに表示できます。
設定できる演算は、項目のフォーマットによって異なります。

フォーマットが数値の項目

※［合計に対するパーセントの表示］は、縦合計に対する割合を求めます。（計算式「値 / 縦合計 * 100」）

フォーマットが文字の項目

フォーマットが日付の項目

［列合計の表示］にチェックを入れると、ドロップダウンメニューで以下の演算方法を選択できます。

演算方法 意味 数値項目 文字項目 日付項目

集計 総合計を求めます。 ○ × ×

平均 平均値を求めます。（計算式「集計値 / 件数」） ○ × ×

最小 最小値を求めます。 ○ × ○

最大 最大値を求めます。 ○ × ○

件数 データの件数を数えます。 ○ ○ ○

固有値（値の種類） 同じ値は 1件として、種類の件数を数えます。 ○ ○ ○
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例題10

販売額に合計値と合計のパーセンテージを表示します。

また、フィルタで2012年のみのデータに絞り込み、演算がフィルタ後の値で表示されることを確認します。

1 販売額に合計値と合計のパーセンテージを表示します。
販売額のタイトルをクリックし、［列合計の表示］と［合計に対するパーセント表示］にチェックを入れます。

メニュー以外の領域をクリックします。

2 販売額のタイトルの下に、販売額の合計値が表示されました。

また、販売額の右側に、販売額の合計のパーセントが表示されました。

3 フィルタで2012年のみのデータに絞り込み、演算がフィルタ後の値で表示されることを確認します。

年のタイトルをクリックし、［フィルタ］で「2012年」にチェックを入れます。
メニュー以外の領域をクリックします。
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4 2012年のみのデータが表示されました。
タイトル下部の演算結果には、1行目にフィルタ適用後の値（2012年のみの合計値）、2行目にフィルタ適

用前の値（レポート全体の合計値）が表示されます。

5 フィルタの設定を解除します。

年のタイトルのフィルタの解除ボタンをクリックします。

6 合計値と合計のパーセンテージの表示を解除します。
販売額のタイトルをクリックし、［列合計の表示］のチェックを外します。

※［合計に対するパーセント表示］のチェックも自動的に外れます。

TIP
［合計に対するパーセント表示］のチェックを外しても、［列合計の表示］のチェックは外れません。
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4 出力と保存

4.1 エクスポート

レポートをHTMLファイル、カンマ区切りのCSVファイル、Excelファイルとして出力できます。
出力の対象は、すべてのデータとフィルタ結果のいずれかを選択できます。

例題11

レポートをHTMLファイルとして出力します。

1 レポートのメニューをクリックし、［エクスポート］を選択します。

2 画面左のパネルで、［HTML］にチェックを入れ、［エクスポート］をクリックします。

3 出力されたHTMLファイルを開くと、Analytic Document全ページが1つのファイルとして出力されています。
また、単純なHTMLファイルのため、Analytic Documentの操作はできません。
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エクスポートに関する補足や注意点

フィルタ設定したレポート

フィルタを設定後にエクスポートする場合は、フィルタ前と後のどちらのデータをエクスポートするか選択できます。
例えば、以下のレポートは2012年のデータのみに絞り込んでいます。

［フィルタ設定レコードのみ］にチェックを入れると2012年のデータのみをエクスポートし、チェックを外すと全データを
エクスポートします。

Excelファイルの出力

ファイルは拡張子.xlsで出力されます。ファイルの拡張子が.xlsのため、Excelでファイルを開く際にメッセージが表

示されますが、そのメッセージを承認するとファイルを開くことができます。

数値項目のフォーマットで通貨記号を設定した場合、出力したExcelファイルには以下のように出力されます。

・［通貨記号（浮動）］を設定した場合は、\マークではなく、$マークが出力されます。

・［日本円記号（浮動）］を設定した場合は、通貨記号が出力されません。
初期設定では、元のレポートではNULL値は「.」で表示されます。エクスポートすると、文字と日付項目のNULL

値は「.」、数値のNULL値は「0」に変換されます。
なお、NULL値とは、データの欠落を意味します。(0やブランクの値を意味するのではなく、値自体が存在しない

ことを意味します。)

CSVファイルの出力
\などの通貨記号、3桁区切りのカンマ（,）は出力されません。

横方向の並び替え項目は、タイトルもデータも出力されません。

アクティブキャッシュが有効なレポートの場合
エクスポートの出力形式の選択肢として、PDF形式が追加で表示されます。

エクスポートしたExcelファイルは、拡張子.xlsxで出力されます。

なお、横方向の並び替え項目は、タイトルもデータも出力されません。\などの通貨記号は出力されます。

エクスポートしたCSVファイルは、拡張子がない状態で出力されます。
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4.2 印刷

レポートを印刷できます。印刷対象は、すべてのデータとフィルタ結果のいずれかを選択できます。

例題12

レポートを印刷します。

1 レポートのメニューをクリックし、［印刷］を選択します。

2 ［印刷］をクリックします。

その後は環境に合わせた印刷画面が表示され、印刷が可能です。

フィルタを設定後に印刷する場合は、フィルタ前と後のどちらのデータを印刷するか選択できます。
例えば、以下のレポートは2012年のデータのみに絞り込んでいます。

［フィルタ設定レコードのみ］にチェックを入れると2012年のデータのみを印刷し、チェックを外すと全データを印刷し
ます。
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5 レポートとグラフの編集ツール

5.1 レポートとグラフの編集ツール

項目のメニューの［グラフ］、［集約］、［ピボット］、レポートのメニューボタンの［新規作成］という4つのツールから、レ
ポートやグラフを作成できます。項目メニューは簡単な設定、レポートメニューは詳細な設定で作成できます。

アクティブキャッシュが有効になっている場合は、4つのツールによるレポートやグラフの作成はできません。

グラフ

項目のタイトルをクリックし、グラフを作成します。作成できるグラフの種類は、棒、リング、折れ線、散布図です。

集約

項目のタイトルをクリックし、縦方向に並び替えたリスト形式のレポートを作成します。

ピボット

項目のタイトルをクリックし、縦と横方向に並び替えたピボット形式のレポートを作成します。

31



新規作成

レポートの上部のメニューをクリックし、編集画面でレポートやグラフを作成します。
［グラフ］で選択できる棒、リング、折れ線、散布図以外のグラフも作成できます。また、レポートの縦と横の並び

替え項目には、複数の項目を設定できます。編集後は、レポート上部の［変更の適用］ボタンをクリックします。

レポートとグラフ作成ツールの違い

レポートとグラフを作成する4つのツールは、作成画面と結果の初期表示が異なるだけで、結果の画面は同じです。
結果の画面のボタンで、グラフとレポートを切り替えることが可能です。また、編集画面の起動も可能です。

例えば、［グラフ］で作成した結果の画面でグラフのボタンから［リスト］に変更すると、［集約］と同じレポートが作成

されます。変更後に［元のグラフ］を選択すると、元のグラフに戻すことができます。
また、上部のメニューの［編集］をクリックすると、編集画面を起動してレポートやグラフを編集できます。

［リスト］を選択すると、縦方向に並び替えて集計したレポートを表示します。横方向の並び替え項目を追加したい
場合は、元のレポートから［ピボット］で新規にレポートを作成する方法が簡単です。

作成済みのレポートやグラフから変更する場合は、レポートのメニューの［編集］を選択し、出力形式をデータグリッ
ドのクロス集計に変更した後、横方向の項目を追加する必要があります。
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例題13

地区名ごと販売額のグラフを作成します。その後、縦と横方向に並べたレポートに編集します。

1 販売額のタイトルをクリックし、［グラフ］を選択します。

集計基準を「地区名」に設定し、［作成］をクリックします。

2 地区名ごとの販売額の集計グラフが作成されました。

3 レポート右上の拡大ボタンをクリックします。
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4 作成したグラフのみを表示できます。

5 ウィンドウ下部の「report1」を［Ctrl］キーを押しながらクリックすると、元のレポートとグラフを並べて表示でき

ます。
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6 レポートやグラフのタイトルをドラッグ&ドロップ、もしくは矢印ボタンをクリックすると、配置を入れ替えることがで
きます。

7 ［フルスクリーンの終了］ボタンをクリックします。

8 作成したグラフを縦と横方向に並び替えたレポートに編集します。
レポートの上部のメニューをクリックし、［編集］を選択します。
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9 編集画面が起動しました。

TIP
編集画面は、元のレポートの上部のメニューから［新規作成］をクリックした場合と同じ画面です。

10 画面右のグラフやレポートの種類の中から、縦と横方向の並び替えができるレポートを選択します。

11 左の項目一覧の都道府県名を［行］の地区名の下にドラッグ&ドロップします。
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12 左の項目一覧の年を［列］にドラッグ&ドロップします。

13 縦に年、横に地区名と都道府県名で並び替えた販売額の集計レポートが完成しました。
レポート上部の［変更の適用］ボタンをクリックし、編集ツールを終了します。

TIP

［変更の適用］の右にある［ツールを閉じる］ボタンをクリックすると、作成したレポートやグラフを保存せずに
編集ツールを終了します。

TIP

初めから縦と横方向に並び替えたレポートを作成したい場合は、［ピボット］で作成してください。
なお、［新規作成］、または［編集］の編集画面を使用すると、行や列に複数の項目を設定できます。
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14 編集画面を終了し、元の画面に戻りました。

15 作成したレポートを閉じます。

レポートの上部のメニューをクリックし、［閉じる］を選択します。
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集計方法の設定

［グラフ］、［集約］、［ピボット］では、作成時に集計方法を選択できます。
また、新規作成や編集の画面では、集計項目を右クリックし、［集計］から集計方法を選択できます。

レポートやグラフの作成後に集計方法を変更したい場合は、編集画面を起動して変更してください。

なお、［グラフ］、［集約］、［ピボット］の作成時の演算の「明細」、編集画面の演算の［パーセント］、［件数に対す
るパーセント］、［中央値］、［最頻値］は、設定しても動作しないため、選択しないでください。

エクスポート

上部のメニューの［エクスポート］は、レポートやグラフをファイルとして出力する機能です。エクスポートの操作や注意
点は、p.28『4.1 エクスポート』をご参照ください。

なお、グラフをExcelやCSV形式で出力した場合、グラフは出力されず、元のデータが出力されます。（元のデータの
ため、グラフに使用していない項目のデータも出力されます。）
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フィルタとロック機能

元のレポートにフィルタを適用すると、作成したレポートやグラフにもフィルタが適用されます。
元のレポートのフィルタを適用したくない場合は、上部の［ロック］ボタンをクリックし、ロック機能を有効にします。

［ロック］が無効の場合 (アイコンの鍵が外れている状態)

元のレポートにフィルタを適用すると、作成したレポートやグラフにもフィルタが適用されます。
以下の画面は［ロック］を無効にしているので、元のレポートに2012年のみ表示するフィルタを適用すると、結果の

グラフも2012年のみデータが表示されています。

［ロック］が有効の場合 (アイコンの鍵がかかっている状態)
［ロック］を有効にすると、元のレポートのフィルタは適用されず、ロックを有効にした時点の状態が保持されます。

以下の画面は［ロック］を有効にしているので、元のレポートに2012年のみ表示するフィルタを適用しても、結果の
グラフは全データを表示したままです。

データをクリックして設定するセルフィルタでは、作成したグラフやレポートにフィルタが適用されません。

上部のボタンでレポートやグラフの形式を変更したり、レポートのメニューの［編集］から編集したりすると、ロックの設
定が解除されます。ロックの設定は、レポートやグラフの編集を終えてから設定してください。
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6 Analytic Documentの操作一覧

6.1 Analytic Documentの操作一覧

並び替え（P.12）

項目の矢印ボタンをクリックします。
クリックすると、昇順（小さいもの順）、降順（大きいもの順）、レポート作成時の順でレポートが表示されます。

非表示（P.14）

項目のタイトルをクリックし、［列の非表示］にチェックを入れます。

項目を再表示するためには、レポートのメニューをクリックし、［列の再表示］を選択します。

ピアグラフ（P.15）

販売額のタイトルをクリックし、［ピアグラフ］にチェックを入れます。
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ハイライト（P.16）

行のハイライト

行をクリックし、［行のハイライト］を選択します。
ハイライトを解除する場合は、［行ハイライトのクリア］を選択します。

データメニューの［値のハイライト］

クリックした値に該当する行をハイライトします。条件値として設定できるのは、1つの値のみです。

ハイライトを解除する場合は、データをクリックし、［ハイライトをすべてクリア］を選択します。
※［値のハイライト］のみを解除するメニューはありません。また、行のハイライトも解除されます。

項目のメニューの［ハイライト］

条件に該当する行をハイライトします。［値のハイライト］とは異なり、条件値として複数の値を設定できます。
ハイライトを解除する場合は、項目タイトルのハイライトの解除ボタンをクリックします。

※項目のメニューで設定したハイライトは、データのメニューの［ハイライトをすべてクリア］では解除されません。
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データの絞り込み（フィルタ）（P.21）

セルフィルタ

クリックした値に該当するデータのみを表示します。条件に設定できる値は1つのみです。
値をクリックし、［セルフィルタ設定］を選択します。設定後は、値をクリックし、［セルフィルタ設定解除］を選択します。

フィルタ

条件に該当するデータのみを表示します。条件には複数の値を設定でき、数値や日付のデータであれば、値の範囲
も設定できます。

タイトルをクリックし、［フィルタ］で設定します。設定後は、タイトルのフィルタの解除ボタンで解除できます。

演算（P.25）

タイトルをクリックし、［列合計の表示］にチェックを入れて演算方法を設定できます。
フォーマットが数値の場合は、［合計に対するパーセントの表示］にチェックを入れると、縦合計に対する割合を求め

ることもできます。
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エクスポート（P.28）

レポートのメニューをクリックし、［エクスポート］を選択します。

画面左のパネルで、出力形式にチェックを入れ、［エクスポート］をクリックします。

印刷（P.30）

レポートのメニューをクリックし、［印刷］を選択します。

［印刷］をクリックすると、環境に合わせた印刷画面が表示され、印刷が可能です。
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レポートとグラフの編集ツール（P.31）

グラフ

項目のタイトルをクリックし、グラフを作成します。作成できるグラフの種類は、棒、リング、折れ線、散布図です。

集約

項目のタイトルをクリックし、縦方向に並び替えたレポートを作成します。

ピボット

項目のタイトルをクリックし、縦と横方向に並び替えたレポートを作成します。
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新規作成

レポートの上部のメニューをクリックし、編集画面でレポートやグラフを作成します。
［グラフ］で選択できる棒、リング、折れ線、散布図以外のグラフも作成できます。また、レポートの縦と横の並び

替え項目には、複数の項目を設定できます。編集後は、レポート上部の［変更の適用］ボタンをクリックします。
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